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研究成果の概要（和文）：臓器移植患者には精神障害が高頻度に出現し、予後（移植臓器の拒絶、廃絶、死亡
等）に悪影響を及ぼす。また長期予後を決定するノンアドヒアランスはしばしば心理社会的な問題から生じる。
このため移植施行前に行われる心理社会的評価は臓器移植の適応基準の一部となるばかりでなく、移植適応とな
った患者に対しても適切な心理社会的介入に繋ぐ重要な根拠となる。しかし、わが国には標準的な評価ツールが
存在しない。欧米のツールをメンタリティや移植事情の異なるわが国にそのまま転用することもできない。そこ
で海外と国内の知見を集約し、我が国の事情に即した臓器移植希望者（レシピエント）の心理社会的評価のガイ
ドラインを作成した。

研究成果の概要（英文）：In organ transplant patients, psychiatric disorders frequently occur, which 
greatly impact their outcomes, e.g., rejection, graft loss, and death. Furthermore, psychosocial 
issues often result in post-transplant non-adherence, which determines the long-term outcomes. Thus,
 results from pre-transplant psychosocial evaluation are included in the criteria for organ 
transplantation. The results are also important evidence for an adequate psychosocial intervention 
for post-transplant patients. However, no standardized tools for the evaluation in Japan. It is 
inappropriate to use in Japan, the similar tools developed in Western countries because the 
mentality and transplant situations in Japan are different from those of these countries. In the 
present project, we developed a guideline for the psychosocial evaluation for the organ transplant 
candidates according to Japanese circumstances. 

研究分野：リエゾン精神医学

キーワード： 臓器移植　レシピエント　心理社会的評価

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究によって作成された臓器移植希望者（レシピエント）に対する心理社会的評価のためのガイドラインによ
って、①施設を超えて一定のコンセンサスを得た評価を行うことが出る、②移植適応基準における心理社会的・
精神医学的評価の信頼性を担保できる、③予後に悪影響を及ぼす心理社会的な要因を特定し、介入に繋ぐことが
出来るため、移植患者の予後の改善およびQOLの向上に寄与できる、④脳死・心臓死下臓器提供への国民の理解
促進にも寄与できる、等が期待できる点で学術的、社会的意義を有している。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
臓器移植患者には精神障害が高頻度に出現し、予後（移植臓器の拒絶、廃絶、死亡等）に悪影響
を及ぼす。また長期予後を決定するノンアドヒアランスはしばしば心理社会的な問題から生じ
る。このため移植施行前に行われる心理社会的評価は臓器移植の適応基準の一部となるばかり
でなく、移植適応となった患者を適切な心理社会的介入に繋ぐ重要な根拠となる。しかし、わが
国には標準的な心理社会的評価ツールが存在しない。北米では臓器移植患者を対象とした術前
の心理社会的評価ツールが作成、臨床活用されている。わが国は死体移植希望者の待機期間の長
さ、生体腎・肝移植では親族からの生体移植が大半を占めることなど移植事情も異なり、メンタ
リティも異なるため、海外のツールをそのまま転用することは適切ではない。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、海外と国内の知見を集約し、我が国の事情に適した臓器移植希望者（レシピエ
ント）の心理社会的評価のガイドラインを作成することであった。 
 
３．研究の方法 
（1）海外におけるレシピエントの心理社会的評価の系統的レビュー 
移植先進諸外国における臓器移植レシピエント候補者に対する心理社会的評価に関する文献・
ガイドラインをドナー種別（生体・死体）、臓器（心臓・腎臓・肝臓）の別を問わず収集した。
評価者・評価時期・評価項目・評価方法・予後予測・事後評価について整理し、同時に臓器横断
的な共通要素と、臓器特異的要素の有無を整理した。 
（2）国内におけるレシピエントの心理社会的評価の整理と問題点の抽出 
国内における現行の心理社会的評価法を整理し、問題の所在を明らかにすることを目的に、国内
の主要な移植施設において実施されている心理社会的評価方法と、そこで生じている問題につ
いてフォーカスグループインタビューを実施した。インタビューの内容は、各施設における評価
者・評価時期・評価項目・評価方法・評価者が感じている評価上の問題点等である。対象は国内
における主だった臓器移植施設においてレシピエントの心理社会的評価に 3 年以上関与してい
る医療従事者（精神科医、臨床心理士、レシピエント移植コーディネーター、ソーシャルワーカ
ー）である。日本移植学会、日本移植コーディネーター協議会の協力を得て、2018 年度末まで
に、目標施設数を超える心臓移植 9施設、腎臓移植 14 施設、膵臓移植 5施設、肝臓移植 9施設
を対象に実施した。 
（3）ガイドラインの策定 
上記（1）から（3）をもとに日本総合病院精神医学会臓器不全・移植精神医学委員会でガイドラ
インを編纂しており、移植経験者、移植医療に携わっていない精神科医、外部識者、日本移植学
会からのコメントを得て、刊行は 2020 年 8月の予定である。 
 
４．研究成果 
（1）海外におけるレシピエントの心理社会的評価の系統的レビュー 
海外における先行研究において移植後の予後不良と関連する心理社会的因子として、若年者、ソ
ーシャルサポートの不足、不十分な理解力・意思決定能力、過去のアドヒアランス不良歴、精神
障害・パーソナリティ障害の既往、現在症（アルコール・物質使用障害を含む）などが抽出され、
評価に組み込まれるべき項目であることが明らかになった。これらはアドヒアランス不良のリ
スク要因でもあった。 
（2）国内におけるレシピエントの心理社会的評価の整理と問題点の抽出 
 国内の心理社会的評価は、施設ごとの運用に任されていることが確認された。レシピエント移
植コーディネーターは移植希望者全例に関わり、心理社会的評価を担っていたが、メンタルヘル
ス専門職である精神科医や臨床心理士の関与は、施設によって異なった。精神科医や臨床心理士
等が心理社会的評価に全例関わる施設もあれば、レシピエント移植コーディネーターや移植医
が心理社会的側面に問題があると考えた例のみが紹介される施設も複数あった。この際の問題
例は、精神疾患の現在症や既往歴があること、向精神薬が処方されていること、アルコール使用
障害の疑いがあること、などが施設を越えて共通していた。特に評価と移植適応の判断が困難と
されていたのは、アドヒアランス不良や理解力に疑問が持たれる例であった。施設ごとに対応が
異なるが、心理師による心理検査を用いて移植候補者に関する多面的なアセスメントを行う、具
体的な行動目標を立てて実行できるかを確認することで治療意欲とアドヒアランスを評価する
等の工夫がなされていた。また、判断が難しい例ほど単回の面接での判断をせず、時間をおいて
再評価する、複数の評価者が評価する、多職種によって検討する等の対応がなされていた。また、
自施設内多職種や、候補者の通院していた他施設、家族等からの情報収集も行われていた。心理
社会的評価に関与している医療者は精神科医も含めて、精神疾患の有無といった横断的な評価
ではなく、移植が行われた後も治療に協力し続けられるかといった、前方視的な評価の必要性を
認識していた。評価にあたる人材の不足と、評価者の教育と質の担保が課題として挙げられた。 
これらは日本臨床腎移植移植学会（2019 年 2月）、日本移植学会（2019 年 10 月）にて報告した。 
（3）ガイドラインの作成 
研究代表者が主担当となり、日本総合病院精神医学会臓器不全・移植精神医学委員会で「臓器移



植希望者（レシピエント）に対する精神・心理社会的評価のための指針」を作成し、2020 年 8月
に出版予定である。指針は以下の章から構成されている。  
【第 1章】臓器移植候補者の精神・心理社会的評価の位置づけ：日本における臓器移植の実態、
海外の移植先進国と比較した日本の移植医療の特殊性を整理したうえで、臓器移植の適応にお
ける精神・心理社会的要因の扱い、精神科医等による精神・心理社会的評価の位置づけを述べる。
生体ドナーに対する「第三者」面接との相違点を整理し、本指針の基本方針を提示する。 
【第 2章】臓器移植候補者の精神・心理社会的評価で重視すべき要素：臓器移植における心理社
会的評価の目的と、生体移植および死体移植の一般的な流れにおける心理社会的評価の位置づ
けを示す。また、移植の経過に影響を与えうる重要な心理社会的要因について概説する。 
【第 3章】臓器移植における精神疾患の影響とその対応：移植臓器ごとの精神疾患に関する適応
外基準を整理し、臓器移植患者における精神疾患の併存とそれが移植経過に与える影響につい
て、海外の報告を中心に概説する。また、移植患者に併存する精神疾患に対する薬物療法および
心理社会的介入について示す。 
【第 4章】臓器移植とアドヒアランス：移植医療で患者に求められるアドヒアランスとして、免
疫抑制剤の内服、生活習慣を取り上げる。アドヒアランス不良のリスク因子について概説する。 
【第 5章】各臓器移植の概要と基本的な留意点：心臓・肝臓・腎臓・膵臓・肺について、それぞ
れの臓器移植の特殊性とそれに基づく心理社会的な留意点を整理する。 
【第 6章】心理社会的評価の実際：実際に心理社会的評価のための面接を行う際の構造、面接の
進め方、移植チームとの情報共有の在り方など、実践的な内容を提示する。 
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